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環境配慮が製品価値に

　近年、欧州を中心に化学産業は大き

な転換期を迎えています。EUでは欧

州委員会が推進するサステナビリティ

戦略のもと、「安全かつ持続可能な設

計（Safe and Sustainable by Design）」

へ移行が進んでおり、環境・社会への

影響を考慮した製品設計が求められ

ています。こうした動きの中で、再生可

能原料を活用した環境負荷の低い製

品は、単なる代替素材ではなく新たな

付加価値として注目されています。

　特に化粧品分野ではナチュラル志向

の拡大により、由来原料や環境負荷

が重要な選択基準となっています。さ

らに、サプライチェーンの透明性やト

レーサビリティの確保に加え、マイクロ

プラスチック規制強化など環境規制

への対応を背景に、環境中に残留しに

くい原料や生分解性素材への関心が

高まっています。企業のサステナビリ

ティ情報開示や認証取得の有無も購

買判断に影響を与えており、環境配慮

そのものが製品価値として評価される

時代となっています。

機能性と環境配慮を両立

　こうした環境の中で注目されるのが

ショ糖脂肪酸エステルです 図1 。本製

品は天然原料であるショ糖と脂肪酸

から得られる非イオン界面活性剤であ

り、HLBを調整することで幅広い機能

を発揮します。生分解性や低刺激性

といった特長も有しており、環境負荷

を低減しながら安全性と機能性を両

立する素材です。スキンケアをはじめ

とするさまざまな用途で採用実績が

あり、ナチュラル処方や敏感肌向け製

品の素材として高く評価されています。

また、当社では原料のRSPO対応およ

びHAL AL・KOSHER認証取得※によ

り、多様な市場ニーズへの対応も進め

ています。

　当社はオランダの関係会社を通じて

EUの最新動向や顧客ニーズを迅速に

把握し、製品開発や提案に反映してい

ます。また、EcoVadisゴールド評価を

有する同社との情報交換を通じて、サ

ステナビリティへの取り組みを強化し

ています。

　今後もショ糖脂肪酸エステルをはじ

めとする再生可能原料由来製品の提

供を通じて、環境負荷低減と高機能の

両立を図り、持続可能な社会の実現に

貢献していきます。
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環境配慮と機能性を両立する素材
ショ糖脂肪酸エステル

Char t for：

わが国の実質経済成長率
オイルショックの影響を受け、実質経済成長
率は戦後初めてのマイナスを記録。日本経
済が「低成長時代」へと突入した。

Photogr aph for：

TCD運動をPRするポスター
製造現場から全社的視野へ。経営利益に直
結するコストダウンをめざし、全社を挙げて
トータル的思考で挑んだ。

Photogr aph for：

DKエステル関連の商品展開
石油依存から脱却し、新たな道を切り拓い
たDKエステル。その多彩な用途が精密化
学への進化を証明した。

「脱石油」への挑戦
未曾有のモノ不足と、猛烈なインフレを呼び起こした第一次石油危機。1974年、
わが国の実質経済成長率がマイナス成長を記録するなか、当社は抜本的な体質改
善とDKエステルにより、危機を乗り越えようとしていました。

　第一次石油危機により、社会全体に

異常なインフレ心理が生じ、消費者の

買い急ぎ、企業の売り惜しみといったパ

ニック状態が全国へと瞬く間に広がり

ました。

　産業界は、これまでの高度経済成長

を支えてきた、大量生産・大量消費の

モデルが根底から崩れるという事態に

直面していました。当社もまた、原料価

格の激騰と極端なモノ不足という二重

苦に喘ぐなか、生き残りをかけた抜本的

な体質改善を迫られることになります。

　そこで、1974年からは「TCD（トータル

コストダウン）運動」を展開。全社一丸と

なって「知恵」を絞り出し、生産効率を

極限まで高めるよう取り組みました。さ

らに翌年、 「ヘルシーDKS計画」を発

動。全社的な収益基盤の強化を徹底し

ました。

　乾いた雑巾を絞るような徹底した合

理化を進め、コストダウンを図る一方

で、希望の光もありました。それは、石

油原料に依存しない、ショ糖を主原料

とする「DKエステル®」です。原料高騰

の波に左右されにくいこの技術は、かつ

てない危機下において、当社を「量」から

「質」へと導く大きな原動力となりまし

た。環境変化に即応する技術力が、新

たな活路を切り拓いたといえます。

　1974年からの苦闘は、結果として、

汎用製品中心の事業構造から、高付加

価値な精密化学（ファインケミカル）へと

舵を切る契機となりました。この時期に

培われた「変化に対応する力」は、その

後の事業展開や海外進出にも受け継が

れていきます。

全社一丸の改革から
DKエステルが拓く 
輝かしい未来へ
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DK Sの歩み

DKS 
Chronicle

1974

オイルショックの荒波に対し、当社
は抜本的な改革を断行した。「ヘ
ルシーＤＫＳ計画」を掲げ全社一丸
となって取り組むも、経営環境の
悪化は予想をはるかに上回り、計
画は中断を余儀なくされた。その
苦闘を経て策定された「体質改善
計画」の記録は、次代への礎を築
いた激動の足跡を物語っている。
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● 環境配慮素材への 
切り替え要求が増加

● 認証対応が必要
● 安全性と機能性の 
両立が難しい

● 生分解性・低刺激性
● RSPO対応。HALALや

KOSHER認証を取得
● ナチュラル処方にも 
展開可能

case study

海外市場向け製品の 
環境対応が課題

環境配慮と市場要求 
への対応を両立

環境対応は 
付加価値ではなく、
選ばれる条件に 
なっています。

出典：日本国勢図解（1982年版）

※ RSPO（Roundtable on Sustainable Palm Oil） ：持続可能なパーム油の生産・利用を推進する国際認証制度。 
 HALAL（ハラル）：イスラム圏における基準に適合した製品認証。KOSHER（コーシャ）：ユダヤ教の戒律に適合した製品認証。

図1  市場要求の変化とショ糖脂肪酸エステルの特長
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